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微生物に よ る L （＋）酒石酸 の 生成に 関す る研究

（第 1 報）酒石 酸生産菌の 分離 と 同定

山 田　浩
一 ・児玉　徹 ・小幡 　孝之 ・高橋　信博

（東京大学農学部農芸化学科）

Microbial　Formation　of 　Tartaric　Acid　from　Glucose

（1） Isolation　and 　Identification　of　Tartaric　Acid　 Producing　 Microorganisms

　　　Koichi　Yamada ，　Toru　KOdama ，　Takaji　Obata　and 　Nobuhiro 　Takahashi

（Department 　 of 　Agricultura 夏Chemistry
，
　Faculty 　 of 　Agriculture

，
　University　 of

Tokyo ，　B ロ nkyo −ku ，　Tokyo ）

　　　Isolation　of　various 　types 　of　microorganisms 　 distributed　 in　nature 　was 　attempted

in　order 　to　discover　 tartaric　acid 　producers ．　 Over　 nine 　thousand　strains 　were 　 isolated

and 　examined 　in　the　ability 　of　producing 　tartaric　acid 　from 　glucose，
　and 　eight　strains

of 　 bacteria　 were 　found　 to　 accumulate 　 tartaric　 acid 　 in　 fermentation　 broth．　 Those

tartaric　acid 　producers 　were 　lsolated　only 　from　mannitol −yeast 　extract 　agar 　media 　and

the　habitat　of　these　bacteria　 was 　restricted 　to　fruits
，
　especialIy 　persimmons ．

　　　One　of　these　 bacteria，　named 　2026Y2 ，　was 　used 　 for　 further　 experiments 　 because

of 　 its　superior 　productivity　of　tartaric　acid ．　　 Five　kinds　of　acids ，
　 including　tartaric

acid
，
　were 　 us 岨 lly　detected　in　the　broth 　after　6　days’cultivation ．　 Separation　of　these

acids 　from 　the　 fermentation　broth　was 　performed 　by　means 　of　ion　exchange 　chroma ．

tography 　followed　by　silicic　add 　chromatography ．　 Four 　of　them 　 were 　purified　and

identified　as 　L （＋ ）
−tartaric，　glycolic，5−ketogluconic　and 　 2−ketogluconjc　acids ．　By 　the

presence　of　these　acids ，　a　metabolic 　pathway 　was 　 suggested 　 as 　 to　 the　 formation　 of

tartaric　acid 　from 　 g工ucose ．

　　　As 　the　results 　of　taxonomlcal 　studies 　on 　four　of　these　tartaric　acid 　 producers，
　 it

was 　 confirmed 　they 　were 　all　belong　to　Gluconobacter　suboxptdans ，
　though 　there　were

slight 　differences　among 　them ．

　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　L （＋）酒石酸 は 天然産 の 有機酸 と して 古 くか らよく知

られ て お り，数種の 植物 で は そ の 存在が 確認 され て い

る
1） が ，著 量 の 蓄積が 見 られ る の は ブ ド ウ，タ マ リン

ドなどの 少数 の 植物の 果実中に お い て の みで あ る．

　微生物の 代謝生産物 と して 酒石酸が 見出だされ た 例

と し て は ，グル ：コ ース を 基 質 と し て住木 の AsPei’gitlUS

glaucus に ょ る 生 成
2），　 Hessler らの 　Gibberella

sau ．binettiに よ る生 成
3 ） が あ り， さ らに Kamlet の

Acetabacter　suboxydans に よ る製法の 特許
‘）が あ る．

こ の ほか Kheshgi らは Acetobacter　 suboxydans

に よ る 5一ケ トグル コ ン 酸畷 酵の 副産物 と して 検 出 し
s〕

最近 で は Drawert らが wine 　yeast に よ る 生 成 を
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報 じて い る
6〕．グル コ

ー
ス 以外 の 基 質 で は，Bernhauer

らが エ タ ノ
ー

ル か らの AsPergillus　sp ．に よ る生 成 η

を，Lockwood らが 5一ケ トグル コ ン 酸か ら の 1「seu −

domonas 　fluoresceusに よ る 生UtS）を報 じて い る．し

か し なが ら，収量の 点に つ い て は Lockwood らの 特

許を除い て は 記 され て い な い が．せ い ぜ い 検 出 され た

程度 に すぎな い ．

　一方，天 然 型 酒石酸 は 種 々 の 用途をもち，需要 も増

しつ つ あ るが，供給源 は ブ ドウ酒製造 の 際に 生成す る

argol に か ぎられ て い る の が 現 状で あ る．そ こ で 著者

らは グル コ ース を 原料と して LC＋｝酒石酸を嫐酵法に よ

り生産す る こ と を目的 と して 実験 を開 始 し た ．本報 で

は 自然界 か らの 生 産菌 の 分 離，有望 菌 株 に よ っ て 生 成

され る各酸 の単離 お よ び 同定ならびに 生産菌の 同定に

つ い て 報告す る．

炭素源 と した 培 地，〔3）酸化細菌 を 選択的 に 生 育 させ る

培地，（4晒石酸耐性 お よび耐酸性の微 生 物を選択す る

培地 で あ る．

B ．分離菌 の 培養方法 　　500m1容 の 振 と うフ ラス コ

また la30ml容の大 型 試験管を用 い ．そ れぞれ50m1，

5m1 の 培地 を使 用 し た ．酸生成能 の 検定に 用 い た培

地は Table 　 2 に 示 した とお りで あ る．培養 温度は26°

また は 37ec ，期間は 2 日な い し 6 日 間 で あ る．

Table　2．　 Medium 　for　acid 　production ．

t

実　験 　方　法

1．酒 石 酸 生産菌 の 分離

A ．微生 物 の検索　　土壤，汚水，植物体な どを使用

し，常法 通 り試料を殺菌水 に 懸濁 して Table　 1 に 示

した 培地 で 主 と して 平板培養 を 行な い ，必 要 に応 じて

平板培養を くり返 して 純粋分 離を 行 な っ た ．培 養 は

26°また は 37
°
C で 2 な い し 4 日間 行 な っ た．

　Table 　1 に あげた培地 は 大 別 して 4 つ の 観点か ら選

ば れ た もの で ，  酒石 酸 の 前駆体に な る 可能性 の あ る

化合物 を唯
一

の 炭索源 と し た培 地 ，   酒石酸を唯
一

の

Ingredient （9／t）

GIUCOseNH4NO

，

KH2PO4MgSC4
・7H20

C ．S．　L．
NH ，VO5

Cace §

F・・ b・・… i・ IF・r ・・ ng ・

500

　 0r

　 l．0

　 0，25

　 300

　 0r20

　 0r

or 　 1002

．5

108　

2

502

．51

，00

，253

．000

　 0r 　20

pH 60 5．0

a 　These 　 compounds 　 were 　 sterilized

　 separately ．

C ．生 成 した 酸 の 検 出　　培養終了液 は ．Amb3rlite

IR−120 で 脱 カ チ オ ン 後 ，ペ ー
パ
ー

ま た は 薄層 ク ロ マ

トグ ラ フ ィ
ー

に か け て 生 成酸 の 検 出 を 行な っ た．展 開

溶 媒 は n 一プ タ ノ
ー

ル
ー

酢酸
一

水 （4 ： 1 ：1） を用 い，

Table　1．　 Co 皿 position　of　isolation　 media ，

Ingredient （9／1）
Isolation　 medium

Tartaric 　 acid

Ammonium 　 tartrate

5−Ketogluconic 　 acid

GIUCOnic　 acid

Fumaric 　 acid

Maleic 　 acid

Mannitol

GlucOseNH4NO3

KH2pe4
MgSO4 ，7H20

CaHPO4
K3PO4FeClsC

．S．L ．
Yeast 　 extract

　　り 　 　 b ）　 　 c ）　 　 d ）　 　 ・ ）　 　 f ） lg ）
pH 　3　pH 　7 ！pH 　3　0r 　71pH3 　pH 　612H 　3　0r 　71pH 　3　0 τ 71pH 　6　1　pH7

70　

1

59臼

5
厂
D

10

2．555

10

　

　

5

　

　

2

匚

」

50

0．01

10　 　 10

5　　 55

　　 50

．250 ．25

0，013

10

55025

10

550

．25

25

、10r ユO
l

30

301050

，25

0．01．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

第 2 号，　 2 月〕 微生物 に よ るL（＋ ） 酒石酸の 生成に 関す る 研究 87

発色試薬と しては メ タバ ナ ジ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム の飽和

水溶 液
9） お よび メ チ ル イ ェ ロ

ー
と BPB の 混 合指 示

薬
1°）を使 用 した．前者 は 酒 石 酸 に 特 異 的 発 色 を示す と

され て い る発 色荊 で あ る．

2．培養液か らの 酸の 単離，同定

A ．酸の 単離　　カチ オ ン 交換樹脂に よ り培養液中の

カ チ オ ン を 除 い た の ち，菌体を遠心 分離す る．上 澄 を

ア ニ オ ン 交 換樹脂 （Dowex 　l　x8 ．また は Ambarlite

IRA −402 酢酸 型 ） を通 し て 酸 の み を 吸 着 させ た の ち

ギ 酸で 濃度を0．05N か ら 6N まで 変え て溶 出す る．2

種以 上 の 酸 を含む フ ラ ク シ ョ ン に つ い て は シ リカ ゲル

カ ラ ム ク ロ マ トグラ フ ィ
ーで ク ロ ロ ホ ル ム ーn 一ブ タ ノ

ール 系に よ り分離 した．

B ．酸 の 同定　 　単離結晶化 された 酸 ま た は 塩な い し

誘導体に つ い て IR ス ペ ク トル ，元 素 分 析， 融 点測

定 な どを 行 な っ て 同定 した ．

3 ．菌株の同定　　　常法 に ょ り行ない ，Bergey’s

manualii ） に した が っ て 同定 した が ，菌名に つ い て は

朝井 の 命名
12 ＞を採用 した ．

実験結果お よ び考察

1． 菌 の 分 離　　土壌 そ の 他合計 2．　354サ ン プ ル を分

離源 と して ス ク リーニ ン グ を行 な っ た．酸生 成能 テ ス

トの 被検菌数お よ び見 出だ され た酒 石 酸 生 産菌数を分

離培地別 に 示す と　Table　3 の 通 りで あ る．こ れ ら の

菌の うち，酸性 の 分 離培地 で得 られ た もの は 主 と して

糸状菌 な い し酵母 で あ り，中性培 地 で 得 ら れ た もの は

主 と し て バ ク テ リア で あ っ た の で 被検菌 の 構成 は ほ ぼ

糸状菌 ・酵母 4 に 対 しバ ク テ リア 6 で あ っ た．結局 8

株の 酒 石 酸 生 産菌 が 得 られ た が ．これ らは すべ て バ ク

テ リア で 分 離 培 地 は マ ニ ト
ー

ル
ー

酵母 エ キ ス 培地 （培

地 f ） で あ っ た ．

　 ス ク リーニ ン グ の 結果か らみ る と，Kamlet お よ び

Kheshgi ら の 知 見 に 基 い て 採用 さ れ た 主 と し て 酢 酸

菌選 択 用 の 培地 f）の み に よ っ て 目的 の 菌が 得 られ，

酒石 酸 の 前駆体 と考え られ る 化合 物 を唯
一

の 炭索源 と

した培 地 に よ っ て は ま っ た く得 ら れ てい な い ．植物体：

内に お け る酒石 酸 の生 成経路 に つ い て もま だ定説が な

い た め に 比較的多 くの 化合物 を 前駆 体 推 定 物 と し て 炭

素 源 に 使 用 した に もか か わ らず不成功 に終 っ た が ， こ

の こ と か らた だ ちに こ れ らの 化合物が 酒石酸 の 前駆体

で は ない と 言 い き るの は 妥 当で は な く，グ ル コ ン 酸 を

唯一
の 炭 素源 と す る培地 お よび 5一ケ トグル コ ン 酸 を

唯一の炭素源 と す る 培 地 に あらた め て 酒石酸生 成菌 を

接種 した と こ ろ 生育が 見 られ た ば か りで な く，酒 石 酸

の 生 成 も確 認 され た こ とか ら考 え て こ れ らの 化合物ば

前駆体 で あ る可能性が 残 され て い る．分離培地別 に 見

る と，培地 c ） で 最 も多種類 の 微 生 物 が 得 ら れ，した

が っ て 被 検 菌 の 数 も多か っ た が 目的 とす る 菌は 含 ま れ

て い なか
っ た．分離源別に 見 る と，経験的 に 知 られ て

い る よ うに 耕地土墺が 数，種 類 と もに 最 も多 くの 微 生

物 を含 ん で い た が 酒 石 酸 生 成 菌 は ま っ た く見出だ され

なか っ た ．こ れ に 対 し菌の 種類 の 比 較 的少な い 果実，
と くに 柿 の 実か ら上 記 8株 の すべ て が 見 出 だ され た こ

と は 興 味深 い ．

2． 醗 酵生産物 の 単離 ， 同 定　　上記 8株 の生 成 す る

酸 の一つ は 種 々 の 展開溶媒．発 色 剤 を用 い た ペ ーパ ー

ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

の 結 果 （Table 　4）， い ずれ も酒

石酸 に ほ ぼ 間違 い ない と思 わ れた が ， 8 株の うち こ の

酸を比較的 多量 に 生 成 し て い る2026Y2 株を 用 い て 以

後の 実験 を行 な っ た．

　2026Y2 株の 6 日間培養液中に は Fig．1 に 示 され

る よ うに 通常 5種類の 酸 が 検 出 され る．

　ア ニ オ ン 交 換 樹 脂 Amberlite 　 IRA −402　（また は

DOwex 　1） の 酢駿型に こ れ らの 酸 を吸着 させ た あ と，

濃度勾配をつ けた ギ酸 で 溶出され て 来 る 順 に 酸 を

Acid 　 1 〜V と便 宜 上 名 づ け る と，そ の 溶 出の 様 子 は

Table 　5 の 通 りで あ っ た，

Table　3．　 Nurnbers 　of　origin 　and 　 microorganism 　tested ．

L Iselation　 medium

Number 　of 　origin 　used

Number 　of 　isolates

Number 　 of　T ．A．　 producer
obtained

　　a ）　　　　　b ）　　　　　c ）　　　　　d ）　　　　　e ）
pH31pti71pH31pn7 ［ph3 「pH6 「pH31pH7 「pH3

−
「田 7

991

448

0

1834

912

0

931

521

0

’1213

816

 

1241

640

0

1564230

2141　 40

230

204

　　 1　
−

115　1115
＿＿＿1＿

24391

・）i・ ）
Total

0 ｝〔 0

3789S3 　1

0

893

゜18i

2°°2
亅
9°35

『 」

　 0　 　 8
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Table 4;Rr  values  and  color  reactions  of  the fermentatien product

Tartaricacid Ptoduct

Solventsystem Rrvalue

n-BuoH-HcooH-H:o

=.-4:1:5

dso-PrOH-tett-BuOH-Benzyl

a!c.-H,o:oo%  HcooH

=so:se:1so:se:6

n-BuOH-AcOH-H:O

=4:1:5

n-PrOH  -2 N-  NH`OH=7  ; 3
n-BuAc-MeOH-NH`OH-HtO

=2:4:1:1

EtOH-NH,OH=2:1

O. 27

o. sa

O.37

O. 15O.24

O. 37

O.26

O. 34

o. ss

O. 15O.
 24

O. 38

Reagent Colordeveloped

Dimethyl yellovv+BPB
in 96%  Ethanol

NH4  VOs  saturated  in water

P-Dimeth1arninobenzaldehyde
in Aceticanhydride

K4Fe(CN)`+Ferric  ammonium

sttlfateAgNO,

Yellow  on  bluish background

Briek red

Pink fading  to yellow

Gray-blue

Brown

Yellow on  bluish background

Brick red

Pink fading to yellow

Gray-blue

Brown

st
w es
ee ew
ev es

A  B C D  E

Table5.  Separatien of

IRA-402.
acidswithAmberlite

Concnof  formic acidi E!uate

O.05 NO.1126 1Acids
 I

 Acid
 Acid

 Acid

 Acid

andIIIIVIVvII

Fig  1. Paperchromatogram  of  6-day  fermenta-

    tion  liquid.

 Selventsystem;BuOH:AcOH:Water==4:1:1

 A:Broth,  B:5-ketogluconic acid.C:Tartaric

 acid,  D:2-ketogluconic acid.  E:Glycolic  acid.
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Table　6．　 Rr　 values 　and 　color 　reactiens 　ef　Acid　I．
　Authontic
　 5−KGA
，

Product

Table　7．　Rr　 values 　and 　melting 　P・int ・f　Acid

　　　II　and 　its　 ester ．

Solvent 　 system Rr　 value

n ・Butanol−Acetic
acid −Water
＝4 ： 1 ：1
Ethanol−NH40H
＝2 ： 1

10
．26

0．49

Solvent　 syStem

0。26

O．49

Reagent i ・・1・・ d… 1・P ・d

” 冒Butanol − Acetic
aeid − Water

＝ 4 ： 1 ： 1
Phenol− Formic　 acid

− Water ＝75 ：1 ：25

Semicarbazide

十 CH ，COONa （in　UV ）

Silver　nitrate

Blue

Brow ロ

Blue

BrOwn

1
認

h

黯
91レ

「・舳 ・・

Rr　vallle

0．61

0．29

0．61

0．29

1Melting　po  t

P−・一 ・ph 購 1 ・・… 1138°C1 　137
・C

鮪「
」

40　　　　　1G

づ
δ
扇

璽
＝

鬟匡
ト

ト
ZM5

脚一一一
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　 Acid 　 Iは O．05N ギ酸 フ ラ ク

シ ョ ン を濃縮後． Ca（OH ）： の

添加 に よ りカル シ ウ ム 塩 と して

Acid　E お よ び皿か ら分 別 沈 で

ん に よ っ て 別けら れ た．5一ケ ト

グル コ ン 酸 カル シ ウ ム と Acid

E の カル シ ウ ム 塩 の IR ス ペ ク

トル を Fig．2 に 示す．ペ ーパ

ー
ク ロ マ トグ ラ フ ィ

ーに よ っ て

得 られ た5一ケ トグル コ ン 酸 （5−

KGA ）と Acid 　Iの Rr 値お よ

び 発色 は Table　6 に 示す通 り

で ，こ れ ら の 結 果 か ら Acidi

工は 5−KGA と同定 された．

　Acid 童 は Acid 　 I〜IVの混

合物を シ リカ ゲル カ ラ ム ク ロ マ

トグラ フ ィ
ー

に か け，25％ n一

ブ タ ノ
ー

ル ー75％ ク ロ ロ ホル ム

の フ ラ ク シ ョ ン と して純粋に 得

られた ．グ リコ ール 酸 と と もに

IR ス ペ ク トル を Fig。3　rc，　Rr

値 ， 誘導体の 融点を Table　7
に 示 す ．これ らの結果か ら Acid

皿 は グ リコ
ー

ル 酸 と 同定 され

た．
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Table　8．　Rr　values 　and 　coler 　reactions 　of　 Acid　　 Table　9．　 R ／ values 　and 　color 　reactions 　 of　Acid
　　　III．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 IV．

uthentic
2．KGAProduct

Solvent 　 system 恥 value

π
．Butano1− Acetic

acid − Water
糯 4 ： 1 ： 1
Etllano1− NH 弓OH
冨 2 ： 1

0．21

0．43

0．21

0．42

Reagent Color　developed

An 藤iロe 　hydro9  

0 エ a1atep

−Ani3idi鵬 HC1 （in　UV ）

Silv町 皿 itrate

Red

Red

BrOWU

Red

Red

BrOwn

，藩 瀏 ・r・duct

Selvent　system R ／ vaLue

踞
・Butano1− Acetic 0．37 0．37

acid − Water ＝ 4 ： 1 ： 1
π
・Butano1− Fomic 0．32 0．33

acid − Water ＝10 ： 1 ： 5

Etha皿oI− NH60K 一
0．35 0．35

Water ＝35 ：2 ： 13

解
・PrOpanol− M ムOH 一

0．25 0．24
Water ＝ 6 ：3 ： 1

Reaction Co且oτ deve1叩 ed

R   orcinol 　　re敏 iα皿 Red Red

Ganic　 acid τ eaction Blue B1ue
Silver　 mirror 　 reactionPositivePos 藍tive

Fenton’
s 　reaction VioletVioLet

Yashphげs　reaction V 重01etViolet

嚢
藍

耋
曇
匹
藍
8

豸

ワ Av 臥 」駒 5了隲 1”，

Fig．4．　 Infrared　 spectra 　of 　potassium 　sa ユts　of　 Acid ！II
　　　 a ロd．2−ketOg 童uconic 　acid ．

騨醒w 踰 闘 鬨臨 f鯆
’
馳

Fig．5．　 Infra：己d　 sp   tra 【蛭 Acid　IV　 and 　Tartaric　 acid ．

　Acid 皿tto．　IN ギ酸 フ ラ ク

シ ョ ン を濃縮乾固 した の ち，
1N

K3COs 溶液で 中和しア ル コ ー

ル を加え る こ と に よ リカ リウ ム

塩 と して 結晶す る．Fig．4 は

Acid 皿 の カ リウ ム塩 と 2一ケ ト

グル コ ン 酸 カ リウ ム の IR ス ペ

ク トル を比較 し た もの で あ る．

Rr 値 と発色 は Table 　8　 rc示

した通りで，Acid 皿 は 2一ケ ト

グ ル コ ン酸 と 同定され た．

　Acid　W は Acid　 1 の 場合と

同様 に シ リカ ゲル カラ ム クロ マ

トグラ フ ィ
ーに か け，50％ n 一

ブタノール ー50％ ク ロ ロ ホル ム

の フ ラ クシ ョ ン と し て遊離酸 の

結 晶 が 得 られ た．再 結晶 後，IR

ス ペ ク トル （Fig．5）．　 Rr 値 お

よ び呈 色反応 （Table　 9）に お

い て 酒石酸 と よ く
一

致 し，融点

は 167−−169 ° C （郊 吠169
°C ），

元素分析 は C ；32．23％ ， H ；

4．03％ ， 0 ；63．74％　（C，HsO6

で は C ；32．01％ ， H ；4．03％，

0 ；63．96％ ） で 酒石 酸 と同定

され た．さらに 光学活性を測定

N 工工
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した と こ ろ ，＋ 12，2° （文献＋ 11．98e） で右旋性酒石

酸、す なわ ち L （＋〉酒石酸 と決定された．

　Acid 　 V は 6N ギ酸 で 溶 出 され る が 極 め て 不安定 な

酸 で あ る た め 未同定 で あ る．安定 な形 で 単離すべ く目

下 検討 中で あ る ，

　Acid 　V の み は 未同定の た め そ の 代謝経路上 で の 役

割 が 不明 で あ るが ，同定 され た 4 種 の 酸 の 構造 お よ び

培養液中で の 経時的消長． 本菌が グル コ ン 酸か ら 5−

KGA お よ び 2一ケ トグル コ ン 酸を． 5−KGA か ら酒

石 酸 お よ び グ リコ ール 酸を生成す る こ と などか ら本菌

の グル コ ース か ら酒石酸 の 生 成経路 は Fig ．6 の ご と

く推定され る．

畷灘
6 匚ucose 　　　GIU

罵
　　鴫。H

　 　 CH2（旧

2−Keteg匿UCPtic 　ecid

Fig．6．　 Proposed 　pathway 　of　the　for皿 ation 　
of

　　　 L （十 ）tartaric 　acid 　 from 　glucese ．

3． 菌株 の 同 定　　分 離 菌 株 の うち有望 と 思 われ る 4
株 に つ い て 菌学的性質を謝 べ た 結果 は Table 　10 に

示す通 りで あ っ た ．こ の 表に 示 され た 諸 性質に よ り，

こ れ らの 4 株 の 間 に は 若干の 差 異 は 認め られ るが す べ

て C」uc ・n ・ba ・ t・・　sub ・xydans （A ・et・b・ ct・・　S・b・xoreans ）

と同定され た ．

　Rib6reau−GayOniS ）
の ブ ド ウ 中 での 酒石酸 生 成 経

路 の 推定お よび前述 の 推定生成経路 か ら前駆体と して

5一ケ トグル コ ン 酸 が 存在す る と考えれ ば，一
般に 5一ケ

トグ ル コ ン 酸生 産 菌 と し て 知 ら れ る　Gl．　suboxydans
の うち の

一
部が 酒石 酸生 成 を 行 な うこ と は 不思 議で は

な い と 思 わ れ る．

要 約

1．　種 々 の培地 を用 い て 自然界か ら酒石 酸 生 産菌を 検

索 し．マ ニ トール
ー

酵母 エ キ ス 培地 で 柿 か ら有望菌株

を 得た ．

2 ． 有望菌株の うちか ら2026Y2 株を選 ん で グ ル コ ー

ス か ら生成す る 酸の 同定を行ない
， L   酒石酸 を確認

Table 　10．　 Description　of 　Gluconobacter 　 suboxy ・

　　　dans 　1945Y3，1993Yl，2026Y2　and 　2026Y3

　 Rods ，0．4to　O．6by 　1．Oto　1．8microns．　 Motile
with 　 polar 　flagella．　Gram ．11egative ．

　 Mannitol 　agar 　 colonies ： Circular，　 smooth ，
ent1 「 e・cOnvex ・Opaque ，　 glistening ，　 pale 　 yellOw
Orange ，　butyrous ，

　Ma 跏 itol　agar 　slant ； Growth　moderate ，　fili．
form ，　glistening，

　dull　orange ．

　Glutamate 　agar 　slant ； No 　growth ，
　G 】ucose ，　 ethanol 　and 　mannitol 　are 　not 　utilized

as 　the 　 sole 　 carbon 　 source 　 with 　ammoniacai 　 nit ．
「 ogen ．

　Acetate　and 　lactate　are 　not 　oxidized （Leifson ’s
method ）．

　Dihydroxyacetone　is　produced 　from 　glycero1，
Acetic　 acid 　is　produced 　from 　ethanol （Shimwe11 ．
Carr　and 　Rhodes ’

method ）、

　Lactate　is　not 　oxidized 　to　carbonate （Shimwem ，

Carr　and 　Rhodes’
method ）．

　FeC13曹positive 　substance 　is　prQduced 　frorn

fructOse．

　Acid　but　gas 　is　produced 　from 　glycerol，　xylose ，
arabinose ，　glucose，　galactose ，　fructose，　 mannose ．
sucrose （s1owly ），　mannitol （slowly ），　and 　ethanol ，
b ロtno 　 acid 　from 　 maltose ，　lactose　 and 　 melibiose ，
Acid　 from 　 sorbose 　 by　 strains 　 of 　 1945Y3　 and

2026Y3．　but　not 　by 　strains 　of 　1993YI　and 　2026Y2
　Grow 　 well 　 at　pH 　3．5．
　Grow 　 we 賦 at 　25　to　30°

　Catalase　：　Positive．

す る と と もに 培養液中の グ リコ
ー

ル 酸，5一ケ トお よ び

2一ケ トグル コ ン 酸を同定 した．

3． 2026Y2 株の 菌学的 諸性質 を検討 した 結 果，こ の

菌 は Gluconobacter　smboxydans と同定 され た、

　終 りに の ぞ み 菌株 の 同定 に 御 協 力 い た だ い た 東京大学応 用

微 生 物研究所駒 形 和男 助教授 に 深 謝 い た し ます．

　ま た 本研 究の 一
部 は 米 国農務省 の P ．L ．480 に 基づ く研 究

ftlCよ っ た．

　な お 本報 告の 要 旨は 昭 和43年度 日本 農 芸 化 学会大 会に お い

て 講演 した．
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